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V36b ＮＯＢＡによる 1.2mm観測

久野　成夫、松尾　宏、坂本　彰弘 (国立天文台野辺山)

我々は野辺山宇宙電波観測所４５ｍ鏡用に、ＡＣブリッジ差動読み出し方式を用いた７素子ボロメータアレイ
ＮＯＢＡ（Ｎｏｂｅｙａｍａ　Ｂｏｌｏｍｅｔｅｒ　Ａｒｒａｙ）を開発し、現在では共同利用に公開している。
ＮＯＢＡは１５０ＧＨｚ観測用に開発されたものであるが、バンドパスフィルターを変えることでより高周波の
観測が可能となる。我々は２４５ＧＨｚ（波長１．２ｍｍ）用のバンドパスフィルター（バンド幅５５ＧＨｚ）
を購入しテスト観測を行った。
その結果、２４５ＧＨｚでは、良い大気条件で２００ｍＪｙ

√

ｓの感度が得られることが確認できた（１５０
ＧＨｚでは４５ｍＪｙ

√

ｓ）。これは、１５０ＧＨｚでの感度と比較した場合、星間ダストからの熱放射を想定
すれば、十分実用に耐えうる性能であるといえる。２４５ＧＨｚでのビームサイズとビーム間隔は１５０ＧＨｚ
と同じ１２ ′′、１６ ′′であるので、ＮＯＢＡを使って同じ分解能での２バンドのイメージが得られることになる
（ただし、フィルターを交換する必要があるため同時観測はできない）。さらに、現在、野辺山宇宙電波観測所で
開発中のＢＥＡＲＳ（８４－ １１６ＧＨｚ観測可能）も連続波の観測が可能であるので、これらによってミリ波
連続波の多波長高分解能なマッピング観測が可能となる。そして、ミリ波連続波に含まれる星間ダストからの熱
放射、ＨＩＩ領域からの自由自由放射、シンクロトロン放射の各成分の空間的な分布を調べることができると期
待される。
今回観測したＯＭＣー１、スターバースト銀河Ｍ８２、ＮＧＣ２５３についての結果も紹介する。


